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研究成果の概要（和文）：  本研究は、19世紀初頭から現代までのフランス文学史の尾根をなす作家のうち、その創作
が歴史的出来事の経験や歴史をめぐる深い省察に根ざしている例を精選し、彼らがいかに歴史を内面化しながら作品を
創出しているかを探ることを目的とした。またその様態を、各時代の文学理念、言語美学、人文知と関連づけながら、
独自の視点からの文学史的通観の構築をめざした。対象になりうる事例の数はおびただしく、個々の事例は作家の生涯
に根を張っているため、本格的に扱う対象の数を限らざるを得なかったが、第二帝政期から第三共和政初期、第二次世
界大戦期、戦後のポストコロニアル期の文学を中心に、当初の計画に見合う成果が得られた。

研究成果の概要（英文）：　This research forcused on some modern French authors carefully picked out, 
whose creation is deep-rooted in their experiences of war and their historical consciousness, and on the 
way in which they internalize what they went through to bring forth their works. Its aim was also to 
correlate this mode of creation to the conception of literature, the linguistic aesthetic and the human 
knowledge of the times, in order to build a general view of literary history. There are many examples and 
each of them takes so deep root in the author's life that the number of the cases that we could study 
thoroughly was limited, but we have obtained significant results that correspond to our initial purpose, 
concerning three periods in particular : the Second Empire and the beginning of the Third Republic, World 
War II and the Postcolonial Age.

研究分野：人文学

キーワード： 歴史意識　戦争と文学　従軍作家　ポストコロニアル　フランスとその外部　ランボー　ル・クレジオ
　サルトル
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１．研究開始当初の背景 
 研究代表者はフランス近代詩（ボードレー
ル、ランボー）や現代作家ル・クレジオを主
たる研究対象としているが、これらの作家の
創作の基盤には、自らが歴史のなかに生きる
存在であるという鋭い意識があることを近
年ますます強く感じるようになった。歴史と
は、まずは戦争、革命、植民地紛争などの社
会的大事件を指すが、同時にキリスト教的救
済観の破綻や、ブルジョワ文明の進歩信仰と
それへの反動といった、18世紀後半以降３世
紀にまたがって西欧精神が被った緩慢な根
本的変質をも含む。また、西欧列強の植民地
主義が、かつての植民者の末裔である文学者
にもたらす余波は、旧植民地に生まれる文学
と相まって、20世紀文学の無視できないファ
クターになっている。このように、マクロな
歴史（Histoire）が個人史（histoire）に取り
込まれる内面化のプロセスと、それが作品生
成の推進力として働く様態を明かすことは、
新たな文学史的展望を構築する上でも意義
深い作業ではないかと考えた。 
 
２．研究の目的 
 本研究の題目に、「歴史観」ではなく「歴
史意識」を掲げたのは、歴史が外的事象の連
鎖として捕捉される際の知的表象を問題と
するのではなく、(1)作家が精神と肉体におい
て歴史をどのように生き、その経験をいかに
創作に転じたか、(2)そうした経験の虚構化、
歴史の作品化が作家にとってどのような実
存的意味を持つか、を考察とするからである。
いわば、自伝がフィクションに嵌まり込み、
フィクションが経験の意味を映し出す鏡と
なるような入れ子的現象を、通時的に炙り出
すのが狙いである。しかも本研究が対象とす
るのは、戦地に赴いた作家が従軍体験をもと
に書いた小説を典型とするような、自らの過
去を捉えなおす身振りに限られない、いま生
きつつある現実の感覚や迫りくるものの予
感が、個人を越える大きな時間の流れに結ば
れているという歴史意識として、創作の強烈
な動因となることがある。また、先祖、近親、
友人といった近しい人間の過去が、伝承を通
じてまるで自身の過去のように同化され、そ
こに潜む闇が作家を創作＝捜索に突き動か
して止まないオプセッションと化す事例も
少なくない。歴史意識を軸として生まれる多
様な創作のありようを探り、通時的展望のな
かで、作品生成の論理に新たな光を当てるの
が本研究の目的である。 
 
３．研究の方法 
 本研究は 4年計画で、個々のケースを綿密
に検討する必要があるので、扱う事例の数を
絞るが、時代に固有の歴史意識の反映を例証
するモデルを厳選することで、文学史的な流
れが抽出できるように工夫した。以下の三つ
のアプローチを並行的に進めた。 
(1)個別作品の分析――19・20 世紀のフラン

ス文学で、経験の作品化と創作の実存的意味
とを、作家の歴史意識と交差させて考察する
にふさわしい作家・作品の選定と参加メンバ
ーの専門に応じて作業を分担し、成果を持ち
寄って議論するプロセスを重ねる。 
(2)周辺テクストの勘案――作家の残した日
記や書簡、同時代の文学評論、詩論、芸術評
論等を作品理解に積極的に活用する。 
(3)未定稿資料の調査、現地調査、内外の研
究者との知見の交換を図る。 
 
４．研究成果 
 以下の二つの点で顕著な成果が得られた。 
本研究の柱の一つである戦争と文学の関
係について、19 世紀文学に登場する戦争が、
非常事態ではあるにしても、しばしば恋愛や
解放、あるいは軍隊的なものへの皮肉の契機
になりえたのに対し、軍人の仕事の枠を超え
て市民を巻き込む総力戦となる 20 世紀の戦
争は、文学表象においても、個人の意志や感
情とは無関係の、巨大で匿名的な力として不
気味な遍在性を示すようになることが具体
例に即して明確になった。また、生々しい体
験を吐き出すように再現した作品よりも、セ
リーヌやグラックに典型的に見られるよう
に、傷痕を一定期間内部に抱え、その意味を
辛抱強く問い直した作品に、文学的にすぐれ
たものが多いことが確認できた。経験は虚構
化を通じてその意味を明かすが、虚構化には
時間的・心理的距離が必要であることになる。 
危機の予感、社会的変動の予兆を感知する
詩人・文学者の反応はさまざまである。また
変革の夢が潰え、否定的秩序の回帰という現
実を前にした彼らが、生身の人間として示す
反応、幻滅の作品化の様態もじつに多様であ
る。本研究では、外部の研究者との知見の交
流も頻繁に行ないながら、ボードレール、ラ
ンボー、ネルヴァル、シャトーブリアン、ヴ
ァレリー、プルースト、アラン、サルトル、
グラック、セリーヌ、ル・クレジオらについ
て、歴史意識が文学表象に結実するプロセス
をめぐって、かなり踏み込んだ解明を行ない、
明確な認識が得られた。 
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